
タ
ク
シ
ー
業
界
初
の
試
み

接
客
技
術
競
う
全
国
大
会

全国個人タクシー協会

６月分

総取扱額

０．７
％
減
の
２６９２
億
円

１０
年
同
月
比
は
’†’
％
減

「
金
運
上
昇
」入
場
券

縁
起
の
良
い
５
駅
セ
ッ
ト
ＪＲ四国

夏
休
み
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ポ
ケ
モ
ン
で
企
画
ＪＲ西

位
置
情
報
の
精
度
実
験

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
発
売

テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト
　

種
子
島
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ＪＡＴＡ

業
界
に
優
秀
な
人
材
を

学
生
向
け
の
取
り
組
み
強
化

国
内
外
か
ら
豪
華
な
顔
ぶ
れ

国際観光フォーラム２０１３

テ
ー
マ
型
Ｐ
Ａ
第
２
弾

「
鬼
平
犯
科
帳
」と
コ
ラ
ボ
ＮＥＸＣＯ
東　日　本

大阪梅田のカフェ
グランドオープン

　ウィラートラベル

（単位：千円、％）

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額
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６月の販売概況

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホールディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

ジェイティービー欄はグループ全体の実績
ＫＮＴ－ＣＴホールディングス欄はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴＴ／ＫＮＴ北海道・東北・中国四国・九州）の実績

昨
年
の
フ
櫻
欟
ラ
ム
の
様
子

　
日
本
旅
行
業
協
会歉
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
欷

菊
間
潤
吾
会
長
歐
は
９
月
灑
殳
炒

日
の
４
日
間
欷
業
界
関
係
者
と
一

般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
イ

ベ
ン
ト
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２
０
１

３
飮
を
東
京
都
江
東
区
の
東
京
ビ

蘖
グ
サ
イ
ト
で
開
く
盜

　
今
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト
構
成
の
一

体
感
を
図
る
た
め
正
式
名
称
を

欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
際
観
光
フ
櫻
欟
ラ

ム
・
旅
博
飮
か
ら
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅

博
飮
へ
と
改
称
盜
新
た
な
旅
の
ス

タ
イ
ル
を
発
信
す
る欹
展
示
会
飮欷

旅
行
産
業
の
発
展
を
討
議
す
る

欹
国
際
観
光
フ
櫻
欟
ラ
ム
飮
欷
国

内
外
の
セ
ラ
欟
・
バ
イ
ヤ
欟
が
一

堂
に
会
す
る
欹
国
際
商
談
会
飮
欷

需
要
喚
起
に
貢
献
し
た
企
業
・
団

体
・
個
人
や
優
れ
た
旅
行
商
品
を

表
彰
す
る
欹
顕
彰
事
業
飮
の
四
つ

の
イ
ベ
ン
ト
を
包
括
し
て
実
施
す

る
盜
海
外
旅
行
の
み
な
ら
ず
国
内

旅
行
や
訪
日
旅
行
を
含
む
旅
行
市

場
の
活
性
化
を
狙
う
旅
の
総
合
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
欷
今
年
度
は
約
灣

万
人
の
来
場
者
数
を
見
込
む
盜

　
４
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
欹
国
際
観

光
フ
櫻
欟
ラ
ム
２
０
１
３
飮
は
９

月
灣
欷
炙
日
に
開
催
盜
今
年
の
国

際
観
光
フ
櫻
欟
ラ
ム
も
国
内
外
の

旅
行
関
連
業
界
か
ら
豪
華
な
顔
ぶ

れ
が
登
壇
す
る
盜

　
初
日
の
灣
日
は
欹
ア
ジ
ア
旅
市

場
分
析
飮
を
テ
欟
マ
に
二
つ
の
パ

ネ
ル
デ
檪
ス
カ
蘖
シ
欖
ン
を
展

開
盜
国
連
世
界
観
光
機
関
歉
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
歐
事
務
局
長
の
タ
レ
ブ
・

リ
フ
櫟
イ
氏
と
世
界
旅
行
ツ
欟
リ

ズ
ム
協
議
会
歉
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
歐
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
デ
ビ
蘖
ド
・
ス
コ
欟
シ
ル
氏

と
い
う
世
界
の
旅
行
業
界
を
リ
欟

ド
す
る
２
人
に
欷
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
副
会

長
の
田
川
博
己
氏歉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長
歐

と
初
代
観
光
庁
長
官
で
首
都
大
学

東
京
都
市
環
境
学
部
教
授
の
本
保

芳
明
氏
が
加
わ
り
欷
欹
急
成
長
す

る
ア
ジ
ア
旅
行
市
場
と
日
本
の
旅

行
産
業
飮
に
つ
い
て
語
り
合
う
盜

続
く
パ
ネ
ル
デ
檪
ス
カ
蘖
シ
欖
ン

は
欷
韓
国
と
台
湾
の
観
光
担
当
官

ら
を
招
聘
し
開
催
す
る
盜

　
翌
炙
日
は
欷
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
訪
日

旅
行
の
品
質
向
上
を
目
指
し
創
設

し
た
欹
ツ
ア
欟
オ
ペ
レ
欟
タ
欟
品

質
認
証
制
度
飮
を
焦
点
に
し
た
パ

ネ
ル
デ
檪
ス
カ
蘖
シ
欖
ン
と
欷

欹
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
飮
や
欹
ツ
ア
欟
の
安

全
性
飮
と
い
檸
た
五
つ
の
業
界
の

問
題
・
課
題
を
テ
欟
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
盜

　
参
加
登
録
は
旅
博
公
式
ウ
櫪
ブ

サ
イ
ト
の
業
界
向
け
ペ
欟
ジ
か

ら
盜
締
め
切
り
は
８
月
烋
日
盜

（３） 第２７１４号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）８月３日（土曜日）

　
全
国
個
人
タ
ク
シ
欟
協
会
は
７
月
烙
日
欷
東
京
都
港

区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
欹
マ
ス
タ
欟
事
業
者
コ

ン
テ
ス
ト
第
１
回
全
国
大
会
飮
を
開
催
し
た
盜
全
国
か

ら
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
マ
ス
タ
欟
事
業
者
炳
人
が
集

ま
り
欷
接
客
欷
接
遇
の
技
術
を
競
い
合
檸
た
盜
全
国
規
模

の
接
客
コ
ン
テ
ス
ト
は
タ
ク
シ
欟
業
界
で
は
初
め
て
盜

優
勝
し
た
安
田
さ
ん歉
左
歐

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は
７
月
灣
日
か

ら
来
年
３
月
末
ま
で
欹
金
運

上
昇
祈
念
入
場
券
飮
を
販
売

し
て
い
る
盜
香
川
県
内
の
観

音
寺
欷
金
蔵
寺
欷
讃
岐
財
田
欷

塩
入
欷
豊
浜
と
い
う
縁
起
の

良
い
と
言
わ
れ
る
各
駅
の
入

場
券
５
枚
を
セ
蘖
ト
に
し

た
盜

　
欹
見
れ
ば
一
生
お
金
に
困

ら
な
く
な
る
飮
と
言
い
伝
え

ら
れ
る
欹
銭
型
砂
絵
飮
が
あ

る
観
音
寺
を
訪
れ
た
観
光
客

が
欹
お
金歉
金
蔵
寺
歐飮
が

欹
財
布
歉
讃
岐
財
田
歐
飮
に

欹
入
檸
て歉
塩
入
歐飮
欹
豊
か

歉
豊
浜
歐飮
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
た
金
色
の
入
場
券
盜

　
発
売
額
は
８
０
０
円
歉
各

駅
の
普
通
入
場
券
大
人
１
６

０
円
×
５
枚
分
の
セ
蘖
ト
歐盜

発
売
枚
数
は
８
千
枚
で
欷
売

り
切
れ
次
第
終
了
す
る
盜
販

売
場
所
は
観
音
寺
欷
高
松
駅
欷

坂
出
駅
欷
宇
多
津
駅
欷
丸
亀

駅
欷
多
度
津
駅
欷
詫
間
駅
欷

善
通
寺
駅
欷
琴
平
駅
欷
ワ
欟

プ
梅
田
支
店
欷
バ
欟
チ
櫺
ル

モ
欟
ル
夢
四
国
盜

ポ
ケ
モ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
欟
の
チ
ラ
シ

　
日
本
旅
行
業
協
会
歉
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
歐
は
欷
旅
行
業
界
が
優

秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
学
生
向
け
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
る
盜
観
光
庁
が
行

う
欹
イ
ン
タ
欟
ン
シ
蘖
プ
モ

デ
ル
事
業
飮
に
協
力
す
る
ほ

か
欷
旅
行
イ
ベ
ン
ト
欹
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
旅
博
２
０
１
３
飮
の
会

場
で
は
旅
行
業
界
研
究
セ
ミ

ナ
欟
を
実
施
す
る
盜

　
観
光
庁
の
イ
ン
タ
欟
ン
シ

蘖
プ
モ
デ
ル
事
業
は
欷
観
光

産
業
の
現
状
に
つ
い
て
理
解

を
促
し
欷
大
学
生
に
観
光
産

業
へ
の
就
業
に
意
欲
を
持
檸

て
も
ら
う
の
が
目
的
盜
受
け

入
れ
旅
行
会
社
の
協
力
を
得

て
瀟
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
が
欷
６
回
目
と
な
る
今
年

度
は
こ
れ
に
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員

会
社
合
同
に
よ
る
イ
ン
タ
欟

ン
シ
蘖
プ
も
加
え
た
盜

　
炒
社
が
受
け
入
れ
企
業
と

な
檸
た
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
イ
ン
タ

欟
ン
シ
蘖
プ
で
は
欷
大
学
生

は
業
態
欷
規
模
な
ど
が
違
う

２
社
で
３
日
間
ず
つ
職
場
を

体
験
す
る
盜
企
業
に
行
く
前

の
教
育
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が

業
界
説
明
や
マ
ナ
欟
講
座
を

実
施
す
る
の
が
特
色
盜
実
習

の
振
り
返
り
欷
レ
ポ
欟
ト
提

出
ま
で
を
含
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
８
月
炸
殳
焙
日
の
９
日

間
を
予
定
し
て
い
る
盜

　
大
学
９
校
か
ら
灣
人
の
学

生
が
参
加
盜
受
け
入
れ
企
業

は
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
欟
ル
ス
欷
日
本

旅
行
欷
農
協
観
光
な
ど
盜

　
旅
行
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
欟

は
９
月
灣
日
に
東
京
ビ
蘖
グ

サ
イ
ト
で
開
催
す
る
旅
博
の

特
設
ス
テ
欟
ジ
で
実
施
盜
大

学
生
欷
専
門
学
校
生
の
２
０

０
人
に
旅
行
業
界
の
概
論
を

説
明
す
る
盜
エ
ヌ
オ
欟
イ
欟
欷

近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
欷
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
欷
日
本
旅
行

の
若
手
社
員
が
パ
ネ
ル
デ
檪

ス
カ
蘖
シ
欖
ン
形
式
で
旅
行

業
界
や
仕
事
の
魅
力
を
熱
く

語
る
盜

　
旅
博
会
場
外
で
は
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
会
員
旅
行
会
社
８
社
に
よ

る
欹
合
同
就
職
相
談
会
飮
も

開
く
盜
主
催
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
事

業
委
託
会
社
の
ジ
櫺
タ
で
欷

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
会
員
や
大
学
へ

の
案
内
欷
運
営
に
協
力
盜
社

名
は
当
日
に
公
表
す
る
盜

瓦や看板に至るまで当時の技法
に基づき再現する

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
グ

ル
欟
プ
の
テ
檪
欟
・
ゲ
欟
ト

歉
東
京
都
千
代
田
区
歐
は
欷

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
テ
レ
コ
ム

歉
同
港
区
歐
と
一
般
財
団
法

人
の
衛
星
測
位
利
用
推
進
セ

ン
タ
欟
歉
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
歐
が
実

施
す
る
位
置
情
報
の
測
位
精

度
実
証
実
験
に
参
加
す
る
モ

ニ
タ
欟
ツ
ア
欟
欹
Ａ
Ｒ
歉
仮

想
現
実
歐
を
駆
使
し
て
登
場

キ
櫺
ラ
を
探
す
旅
ｉ
ｎ
種
子

島
飮
を
発
売
し
た
盜

　
今
回
の
実
験
は
欷
位
置
情

報
の
受
信
技
術
向
上
と
位
置

情
報
の
観
光
へ
の
活
用
と
い

檸
た
実
用
化
に
向
け
た
可
能

性
を
探
る
も
の
盜

　
現
在
欷
Ｇ
Ｐ
Ｓ
歉
衛
星
利

用
測
位
シ
ス
テ
ム
歐
の
位
置

情
報
の
測
位
精
度
は
瀾
陰
以

上
の
誤
差
が
あ
る
が
欷
高
精

度
な
測
位
を
可
能
に
す
る

欹
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
飮

で
は
欷
誤
差
が
１
陰
前
後
に

な
る
盜

　
ツ
ア
欟
参
加
者
は
欷
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
が
提
供

す
る
位
置
情
報
を
利
用
し
た

情
報
配
信
サ
欟
ビ
ス
欹
ふ
ら

檸
と
案
内
飮
の
機
能
を
利
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
欟
に
参
加
盜
種
子
島
の
歴

史
や
人
気
ゲ
欟
ム
・
ア
ニ
メ

に
ち
な
ん
だ
コ
欟
ス
上
に
準

天
頂
衛
星
初
号
機
欹
み
ち
び

き
飮
の
位
置
情
報
を
活
用
し

た
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
欷
ポ
イ

ン
ト
に
到
達
し
た
時
欷
ス
マ

欟
ト
フ
櫻
ン
歉
高
機
能
携
帯

電
話
歐
に
ゲ
欟
ム
の
キ
櫺
ラ

ク
タ
欟
が
表
れ
る
こ
と
で
欷

自
然
に
高
精
度
位
置
情
報
の

活
用
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
盜

　
旅
行
代
金
は
羽
田
発
着
２

泊
３
日
で
１
人
７
万
９
８
０

０
円
か
ら
盜
実
証
実
験
参
加

者
の
う
ち
欷
先
着
３
０
０
人

に
は
欷
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
協
力

金
２
万
円
が
支
給
さ
れ
る
盜

　
申
し
込
み
は欹
旅
の
発
見
飮

サ
イ
ト
か
ら
受
け
付
け
る
盜

参
加
資
格
や
日
程
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
先
は
欷
テ
檪
欟
・
ゲ

欟
ト
旅
の
発
見
事
業
部
甘
０

３歉
６
８
５
９
歐
０
２
１
１
盜

プ
レ
ミ
ア
ム
船
を

単
独
で
貸
し
切
り

阪
急
交
通
社

　
阪
急
交
通
社
は
７
月
煥

日
欷
プ
レ
ミ
ア
ム
船
欹
セ
レ

ブ
テ
檪
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
号
飮

を
１
社
単
独
で
貸
し
切
る
ク

ル
欟
ズ
旅
行
商
品
を
発
売
し

た
盜
来
年
烙
周
年
を
迎
え
る

ト
ラ
ピ
蘖
ク
ス
の
記
念
ツ
ア

欟
の
一
つ
盜

　
ツ
ア
欟
名
は
欷
欹
釜
山
・

済
州
島
・
長
崎
・
神
戸
日
本

の
絶
景
　
瀬
戸
内
海
横
断
ク

ル
欟
ズ
８
日
間
飮
盜
横
浜
港

発
着
で
来
年
５
月
３
殳
瀾
日

の
日
程
で
運
航
す
る
盜
旅
行

代
金
は
９
万
９
８
０
０
円
か

ら
で
欷
最
高
は
犹
万
９
８
０

０
円
盜

　
瀬
戸
内
海
の
入
り
組
ん
だ

風
光
明
媚
な
風
景
を
眺
め
な

が
ら
欷
瀬
戸
大
橋
欷
関
門
海

峡
を
通
過
し
欷
釜
山
欷
済
州

島
欷
長
崎
を
巡
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
航
路
盜
欹
約
燎
人
の
日
本

語
ス
タ
蘖
フ
が
乗
船
し
欷
船

内
新
聞
欷
船
内
放
送
欷
ダ
イ

ニ
ン
グ
メ
ニ
欒
欟
な
ど
を
日

本
語
で
案
内
す
る
飮歉
同
社
歐

と
い
う
盜

　
同
船
は
瀁
年
に
新
し
い
千

年
紀
を
記
念
し
て
建
造
さ
れ

た
盜
総
ト
ン
数
９
万
１
千
烏
欷

全
長
２
９
４
陰
欷
幅
熈
陰
の

規
模
で
欷
乗
客
定
員
は
２
１

２
２
人
盜

カフェの外観

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
欹
夏
休
み

ポ
ケ
モ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
欟

２
０
１
３
飮
を
８
月
３
日
か

ら
９
月
１
日
ま
で
開
催
す

る
盜
欹
劇
場
版
ポ
ケ
蘖
ト
モ

ン
ス
タ
欟
ベ
ス
ト
ウ
イ
蘖
シ

欒
歡
神
速
の
ゲ
ノ
セ
ク
ト
　

ミ
欒
ウ
ツ
欟
覚
醒
歸
同
時
上

映
歡
ピ
カ
チ
欒
ウ
と
イ
欟
ブ

イ
☆
フ
レ
ン
ズ
歸
飮
歉
７
月

灣
日
公
開
歐
と
タ
イ
ア
蘖
プ

し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
欟
盜

　
関
西
地
区
内
を
め
ぐ
る

欹
関
西
エ
リ
ア
コ
欟
ス
飮
に

加
え
欷
今
年
は
広
島
デ
ス
テ

檪
ネ
欟
シ
欖
ン
キ
櫺
ン
ペ
欟

ン
歉
Ｄ
Ｃ
歐
開
催
中
の
広
島

地
区
と
山
陽
新
幹
線
を
対
象

と
し
た
欹
広
島
エ
リ
ア
コ
欟

ス
飮
を
設
定
し
た
盜

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
欟
は
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
主
な
駅
で
パ
ン
フ

レ
蘖
ト
を
入
手
盜
ポ
ケ
モ
ン

ス
タ
ン
プ
設
置
駅
を
め
ぐ
檸

て
欷
ゴ
欟
ル
駅
に
到
着
す
れ

ば
欷
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ケ
モ
ン
グ
蘖
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
盜

　
ダ
ブ
ル
チ
櫺
ン
ス
と
し

て
欷
同
社
Ｉ
Ｃ
カ
欟
ド
乗
車

券
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を
利
用
し
て

ゴ
欟
ル
駅
に
到
着
し
た
参
加

者
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
蘖
ズ

を
別
途
用
意
し
て
い
る
盜

　
ま
た
欷
大
阪
ス
テ
欟
シ
欖

ン
シ
テ
檪
を
巡
る
欹
大
阪
ス

テ
欟
シ
欖
ン
シ

テ
檪
コ
欟
ス
飮

も
あ
り
欷
抽
選

で
賞
品
が
当
た

る
盜

　
人
気
キ
櫺
ラ

ク
タ
欟
の
ピ
カ

チ
欒
ウ
が
出
迎

え
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
欷

記
念
撮
影
が
で
き
る
フ
櫻
ト

ポ
イ
ン
ト
の
設
置
も
行
わ
れ

る
盜

人
気
列
車
で
瀬
戸
内
の

風
景
と
フ
レ
ン
チ
料
理

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
は
７
月
灑

日
欷
人
気
の
欹
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
飮
車
両
を

特
別
に
岡
山
｜
広
島
間
歉
呉

線
経
由
歐
で
走
ら
せ
欷
風
光

明
媚
な
瀬
戸
内
海
の
風
景
を

車
窓
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
特

製
の
フ
レ
ン
チ
料
理
を
味
わ

え
る
プ
ラ
ン
を
発
売
し
た
盜

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
タ
イ
ア
蘖

プ
し
た
企
画
盜
通
常
は
寝
台

特
急
と
し
て
大
阪
｜
札
幌
間

を
走
檸
て
い
る
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
団
体
専

用
臨
時
列
車
と
し
て
岡
山
｜

広
島
間
を
運
行
す
る
盜

　
博
多
駅
発
着
で
９
月
烙
日

出
発
の
１
泊
２
日
盜
香
川
県

・
直
島
の
欹
ベ
ネ
蘖
セ
ハ
ウ

ス
飮
に
宿
泊
し
欷
美
術
館

欹
ベ
ネ
蘖
セ
ハ
ウ
ス
ミ
欒
欟

ジ
ア
ム
飮
欹
地
中
美
術
館
飮

や
ア
欟
ト
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト

欹
家
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮
な
ど

を
鑑
賞
で
き
る
盜

　
特
典
と
し
て
欹
車
窓
案
内

ガ
イ
ド
ブ
蘖
ク
飮
と
欹
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
記

念
乗
車
証
飮
を
用
意
し
た
盜

　
ウ
檪
ラ
欟
ト
ラ
ベ
ル
は
欷

８
月
２
日
に
ウ
檪
ラ
欟
バ
ス

タ
欟
ミ
ナ
ル
大
阪
梅
田
の
隣

に
欹
ウ
檪
ラ
欟
ト
エ
ク
ス
プ

レ
ス
カ
フ
櫪
飮
を
グ
ラ
ン
ド

オ
欟
プ
ン
し
た
盜

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
欹
緑
の
中

に
あ
る
欷
ほ
檸
と
で
き
る
ス

タ
イ
リ
蘖
シ
欒
な
カ
フ
櫪
飮盜

高
速
路
線
バ
ス
の
利
用
客
の

到
着
後
や
出
発
前
に
テ
檪
欟

タ
イ
ム
や
食
事
を
提
供
す

る
盜
同
社
高
速
路
線
バ
ス
の

利
用
者
に
限
ら
ず
欷
炳
殳
燎

歳
も
タ
欟
ゲ
蘖
ト
に
し
た
盜

　
同
社
高
速
路
線
バ
ス
利
用

者
は
一
部
の
メ
ニ
欒
欟
を
バ

ス
割
と
し
て
割
引
料
金
で
利

用
で
き
る
盜

　
朝
の
メ
ニ
欒
欟
は
健
康
的

に
ヨ
欟
グ
ル
ト
・
グ
ラ
ノ
欟

ラ
や
Ｓ
Ｏ
Ｙ
ポ
タ
欟
ジ
欒
欷

フ
櫻
欟
や
朝
が
ゆ
な
ど
を
用

意
盜
ラ
ン
チ
は
軽
食
か
ら
パ

ス
タ
欷
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
欷
カ

レ
欟
な
ど
盜
夜
は
ラ
ン
チ
に

提
供
し
た
メ
ニ
欒
欟
に
加

え
欷
ビ
欟
ル
や
ワ
イ
ン
欷
お

つ
ま
み
と
し
て
欷
チ
欟
ズ
の

盛
り
合
わ
せ
や
ピ
ザ
な
ど
を

提
供
す
る
盜

　
営
業
時
間
は
朝
が
午
前
６

時
煥
分
殳
瀾
時
盜
昼
が
午
前

瀲
時
殳
午
後
５
時
盜
夜
は
午

後
５
時
殳
瀲
時
盜

　
ウ
檪
ラ
欟
ト
ラ
ベ
ル
の
村

瀬
茂
高
代
表
取
締
役
は
欹
緑

に
包
ま
れ
た
静
か
な
立
地
を

生
か
し
欷
ほ
檸
と
で
き
る
空

間
が
ほ
し
い
と
考
え
た
盜
高

速
路
線
バ
ス
へ
の
完
全
移
行

も
あ
り
欷
バ
ス
利
用
者
に
朝

食
や
夕
食
の
サ
欟
ビ
ス
を
提

供
す
る
盜
バ
ス
利
用
者
以
外

の
女
性
１
人
で
も
食
事
が
で

き
る
ス
ペ
欟
ス
と
し
て
ア
ピ

欟
ル
し
て
い
き
た
い
飮
と
話

し
て
い
る
盜

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
灑

月
に
欷
池
波
正
太
郎
の
人
気

時
代
小
説
欹
鬼
平
犯
科
張
飮

と
コ
ラ
ボ
レ
欟
シ
欖
ン
し
た

新
パ
欟
キ
ン
グ
エ
リ
ア
歉
Ｐ

Ａ
歐
を
東
北
自
動
車
道
羽
生

Ｐ
Ａ
上
り
線
に
オ
欟
プ
ン
す

る
盜
小
説
の
舞
台
で
あ
る
江

戸
の
町
並
み
を
欷
時
代
考
証

に
基
づ
き
忠
実
に
再
現
す

る
盜
改
修
後
の
売
り
上
げ
は

４
億
円
増
の
炯
億
円
を
目
指

す
盜

　
新
Ｐ
Ａ
の
愛
称
は
欹
鬼
平

江
戸
処
飮
と
名
付
け
ら
れ
た
盜

　
羽
生
Ｐ
Ａ
歉
埼
玉
県
羽
生

市
歐
近
く
の
久
喜
市
は
欷
江

戸
時
代
に
日
光
街
道
の
栗
橋

関
所
が
設
け
ら
れ
欷
日
光
や

東
北
方
面
か
ら
の
江
戸
の
入

口
と
さ
れ
て
き
た
盜

　
同
社
は
鬼
平
江
戸
処
建
設

に
あ
た
り
欷
東
北
自
動
車
道

を
現
代
の
日
光
街
道
欷
奥
州

街
道
と
見
立
て
欷
東
京
方
面

に
向
か
う
利
用
者
に
江
戸
の

世
界
観
を
味
わ
檸

て
も
ら
う
に
は
ふ

さ
わ
し
い
場
所
と

し
て
羽
生
Ｐ
Ａ
を

選
ん
だ
盜

　
欹
温
故
知
新
飮

を
コ
ン
セ
プ
ト

に
欷
時
代
考
証
に

基
づ
い
て
町
並
み

や
建
物
欷
小
物
類

に
い
た
る
ま
で
欷

民
俗
学
者
の
監
修
の
も
と
忠

実
に
再
現
す
る
盜

　
建
物
内
は
照
明
を
朝
欷
昼
欷

夜
に
変
化
さ
せ
欷
江
戸
の
１

日
を
表
現
す
る
盜
季
節
ご
と

の
音
や
物
売
り
の
声
を
流
す

な
ど
欷
音
の
演
出
に
も
こ
だ

わ
り
を
見
せ
る
盜

　
Ｐ
Ａ
内
に
は
栗
橋
関
所

や
欷
作
品
中
に
登
場
す
る

欹
弥
勒
寺
山
門
飮
欹
笹
や
飮

欹
植
半
飮
な
ど
欷
鬼
平
が
闊

歩
し
た
下
町
欷
本
所
・
深
川

が
出
現
す
る
盜

　
同
社
は
食
事
や
土
産
も
江

戸
時
代
の
味
を
守
り
続
け
る

名
店
に
出
店
を
依
頼
盜
欹
鬼

平
犯
科
帳
飮
に
た
び
た
び
登

場
す
る
軍
鶏
料
理
屋欹
五
鉄
飮

の
モ
デ
ル
に
な
檸
た
と
い
わ

れ
る
欹
玉
ひ
で
飮
が
Ｐ
Ａ
に

初
出
店
し
欷
鬼
平
江
戸
処
限

定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
欒
欟

を
提
供
す
る
盜

　
同
社
が
テ
欟
マ
型
Ｐ
Ａ
を

建
設
す
る
の
は
２
０
１
０
年

６
月
欷
関
越
自
動
車
道
寄
居

Ｐ
Ａ
上
り
線
に
オ
欟
プ
ン
し

た
欹
寄
居
　
星
の
王
子
さ
ま

Ｐ
Ａ
飮
に
続
き
２
施
設
目
盜

寄
居
Ｐ
Ａ
は
改
修
前
に
２
億

１
６
１
０
万
円
だ
檸
た
売
り

上
げ
が
改
修
後
に
１
・
２
倍

増
加
し
欷
２
億
６
５
８
０
万

円
に
な
檸
た
盜

　
同
社
は
羽
生
Ｐ
Ａ
改
修
後

の
年
間
利
用
客
数
は
炳
万
人

増
の
３
０
０
万
人
に
な
る
と

見
込
み
欷
店
舗
の
売
り
上
げ

は
４
億
円
増
の
炯
億
円
に
な

る
と
予
想
し
て
い
る
盜

ノ
ル
デ
檪
蘖
ク
ウ
櫻
欟

キ
ン
グ
体
験
イ
ベ
ン
ト

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
は
欷
ノ
ル
デ

檪
蘖
ク
ウ
櫻
欟
キ
ン
グ
の
大

型
体
験
イ
ベ
ン
ト
欹
ふ
く
お

か
・
ノ
ル
デ
檪
蘖
ク
ウ
櫻
欟

キ
ン
グ
フ
櫪
ス
テ
檪
バ
ル
２

０
１
３
飮
を
９
月
烋
日
と
瀲

月
４
日
に
福
岡
市
中
央
区
の

公
園
で
開
催
す
る
盜

　
ノ
ル
デ
檪
蘖
ク
ウ
櫻
欟
キ

ン
グ
は
欷
専
用
ポ
欟
ル
を
用

い
て
歩
く
の
で
歩
行
バ
ラ
ン

ス
が
整
い
欷
膝
や
腰
な
ど
に

か
か
る
加
重
ス
ト
レ
ス
が
軽

減
さ
れ
る
盜
背
中
や
二
の
腕

な
ど
上
半
身
の
筋
力
を
意
識

し
て
動
か
す
こ
と
で
全
身
歩

行
運
動
と
な
り
欷
通
常
の
ウ

オ
欟
キ
ン
グ
に
比
べ
約
１
・

５
倍
の
カ
ロ
リ
欟
消
費
が
期

待
で
き
る
と
い
う
盜

　
会
場
は
舞
鶴
公
園
西
広
場

と
大
濠
公
園
盜
募
集
人
数
は

９
月
烋
日
が
燎
人
欷
瀲
月
４

日
が
３
０
０
人
盜
参
加
料
は

無
料
盜

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
７
月
焉

日
に
発
表
し
た
欷
主
要
旅
行

業
灑
社
の
６
月

の
旅
行
販
売
取

扱
額
は
前
年
同

月
比
０
・
７
％

減
の
２
６
９
２

億
３
５
６
６
万

円
だ
檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
３
・
３
％
増
の
１
５

９
６
億
２
９
２
１
万
円
欷
海

外
旅
行
が
同
０
・
７
％
減
の

１
０
２
６
億
８
３
１
万
円
欷

外
国
人
旅
行
が
同
烟
・
４
％

増
の
燬
億
９
０
６
４
万
円
だ

檸
た
盜

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を

上
回
檸
た
事
業
者
は
欷
Ｊ
Ｔ

Ｂ
欷
日
本
旅
行
欷
京
王
観
光
欷

読
売
旅
行
の
４
社
盜
国
内
旅

行
は
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
欷
日
本
旅
行
欷

Ｋ
Ｎ
Ｔ
欷
名
鉄
観
光
サ
欟
ビ

ス
欷
読
売
旅
行
欷
阪
急
交
通

社
の
６
社
だ
檸
た
盜

　
２
０
１
０
年
の
同
月
比

は
欷
総
取
扱
額
が
２
・
２
％

減
だ
檸
た
盜
内
訳
は
国
内
旅

行
が
０
・
９
％
減
欷
海
外
旅

行
が
５
・
０
％
減
欷
外
国
人

旅
行
が
９
・
８
％
増
盜

　
４
月
か
ら
の
累
計
総
額

は
欷
前
年
同
期
比
１
・
６
％

減
の
７
７
９
７
億
６
３
２
万

円
だ
檸
た
盜
前
年
同
期
を
上

回
檸
た
の
は
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
欷
日

本
旅
行
の
２
社
盜

　
分
野
別
の
累
計
額
は
国
内

旅
行
が
前
年
同
期
比
２
・
９

％
増
の
４
７
７
２
億
６
９
９

２
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同
瀾

・
４
％
減
の
２
７
６
８
億
１

１
３
８
万
円
欷

外
国
人
旅
行
が

同
熕
・
２
％
増

の
２
０
５
億
３

５
４
４
万
円
盜

　
国
内
旅
行
の

累
計
が
前
年
同
期
を
上
回
檸

た
の
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
欷
日
本
旅
行
欷

Ｋ
Ｎ
Ｔ
欷
名
鉄
観
光
サ
欟
ビ

ス
欷
読
売
旅
行
欷
阪
急
交
通

社
の
６
社
だ
檸
た
盜

　
マ
ス
タ
欟
事
業
者
と
は
欷

業
界
が
自
主
的
な
取
り
組
み

と
し
て
始
め
た
優
良
個
人
タ

ク
シ
欟
事
業
者
認
定
制
度

歉
マ
ス
タ
欟
ズ
制
度
歐
で
最

高
位
の
三
つ
星
を
獲
得
し
た

事
業
者
の
こ
と
盜
一
つ
星
欷

二
つ
星
の
認
定
を
順
に
受

け
欷
業
界
以
外
の
有
識
者
で

構
成
さ
れ
る
欹
マ
ス
タ
欟
認

定
委
員
会
飮
で
承
認
さ
れ
れ

ば
欷
マ
ス
タ
欟
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
盜

　
マ
ス
タ
欟
ズ
制
度
は
１
９

９
８
年
に
創
設
さ
れ
欷
今
年

で
炒
年
目
盜
こ
の
た
び
初
め

て
マ
ス
タ
欟
事
業
者
の
ト
蘖

プ
を
決
め
る
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
た
盜

　
予
選
欷
支
部
大
会
は
２
０

１
２
年
度
に
１
年
か
け
て
全

国
で
行
わ
れ
た
盜

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
接
遇
等
の

技
能
を
競
い
合
う
と
同
時

に
欷
業
界
内
外
に
マ
ス
タ
欟

ズ
制
度
や
接
遇
マ
ナ
欟
の
サ

欟
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
む
姿

を
ア
ピ
欟
ル
す
る
の
が
狙

い
盜

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
冒
頭
で
あ

い
さ
つ
し
た
木
村
忠
義
全
国

個
人
タ
ク
シ
欟
協
会
会
長
は

欹
法
人
タ
ク
シ
欟
の
夢
と
希

望
で
あ
る
個
人
タ
ク
シ
欟

は
欷
接
客
欷
接
遇
で
も
手
本

に
な
る
よ
う
欷
質
を
向
上
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
盜
全

国
ト
蘖
プ
ク
ラ
ス
の
接
遇
技

術
を
各
地
に
持
ち
帰
り
欷
タ

ク
シ
欟
業
界
全
体
の
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア
蘖
プ
を
目
指
し

て
ほ
し
い
飮
と
語
檸
た
盜

　
来
賓
の
瓦
林
康
人
・
国
土

交
通
省
自
動
車
局
旅
客
課
長

は
欹
来
訪
者
に
と
檸
て
街
の

第
一
印
象
は
タ
ク
シ
欟
ド
ラ

イ
バ
欟
の
接
遇
欷
接
客
で
決

ま
る
と
言
檸
て
過
言
で
は
な

い
飮
と
し
欹
日
本
の
タ
ク
シ

欟
は
世
界
で
も
有
数
の
サ
欟

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
ウ

櫪
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
評
価
さ

れ
て
い
る
盜
さ
ら
に
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
観
光
立
国
の
一
環

と
し
て
充
実
を
図
檸
て
ほ
し

い
飮
と
あ
い
さ
つ
し
た
盜

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
自
己
Ｐ
Ｒ

と
５
分
間
の
ロ
欟
ル
プ
レ
イ

ン
グ
に
よ
檸
て
接
客
技
術
と

基
本
技
術
が
競
わ
れ
た
盜
乗

客
役
と
２
人
一
組
で
欷
模
擬

タ
ク
シ
欟
を
使
い
欷
手
荷
物

の
受
け
取
り
欷
目
的
地
ま
で

の
ル
欟
ト
確
認
欷
マ
ス
タ
欟

ズ
制
度
の
説
明
な
ど
の
実
演

を
行
檸
た
盜

　
優
勝
し
た
の
は
関
東
・
東

京
地
区
代
表
の
安
田
琶
司
さ

ん
歉
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
欟

協
同
組
合
歐
盜
メ
ダ
ル
と
表

彰
状
を
受
け
取
り
欹
こ
れ
を

機
に
ま
た
一
段
前
進
し
た

い
飮
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
盜

　
審
査
員
を
代
表
し
て
講
評

を
行
檸
た
フ
リ
欟
ア
ナ
ウ
ン

サ
欟
の
青
山
佳
世
さ
ん
は

欹
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
テ
ス

ト
で
誰
が
優
勝
し
て
も
お
か

し
く
な
い
ほ
ど
僅
差
だ
檸

た
飮
と
述
べ
欷
欹
他
の
人
の

お
も
て
な
し
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
い
い
機
会
だ
檸
た
と

思
う
盜
ヒ
ン
ト
に
し
て
各
地

に
広
め
て
ほ
し
い
飮
と
し
た
盜

　
総
評
を
行
檸
た
木
村
会
長

は
欹
ど
の
タ
ク
シ
欟
に
乗
檸

て
も
素
晴
ら
し
い
サ
欟
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
個
人
タ

ク
シ
欟
が
先
頭
に
立
檸
て
や

檸
て
い
く
盜
今
日
を
境
に
個

人
タ
ク
シ
欟
４
万
人
が
結
束

を
固
め
法
人
タ
ク
シ
欟
と
協

力
し
て
業
界
の
閉
塞
状
況
を

乗
り
越
え
よ
う
飮
と
力
強
く

語
檸
た
盜

歇
遠
藤
真
澄
歃

夏
の
日
帰
り
旅
行
に

便
利
な
き
檸
ぷ
販
売

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ほ
か
４
社

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
欷
近
鉄
電

車
欷
京
阪
電
車
欷
南
海
電
車
欷

大
阪
水
上
バ
ス
の
４
社
と
連

携
し
欷
夏
の
日
帰
り
旅
行
に

便
利
な
き
檸
ぷ
欹
夏
の
関
西

１
デ
イ
パ
ス
飮
を
７
月
瀾
日

か
ら
９
月
１
日
ま
で
販
売
す

る
盜

　
大
阪
水
上
バ
ス
欹
ア
ク
ア

ラ
イ
ナ
欟
飮
と
Ｊ
Ｒ
自
由
周

遊
区
間
内
の
１
日
乗
り
放
題

と
欷
近
鉄
沿
線
の
欹
赤
目
四

十
八
滝
飮
欷
京
阪
沿
線
の

欹
宇
治
欷
伏
見
欷
八
幡
飮
欷

南
海
沿
線
の
欹
高
野
山
飮
の

い
ず
れ
か
に
行
け
る
チ
ケ
蘖

ト
が
セ
蘖
ト
さ
れ
て
い
る
盜

　
特
典
と
し
て
各
観
光
地
で

の
飲
食
店
や
体
験
料
金
の
割

引
や
記
念
品
を
用
意
し
た
盜

　
発
売
価
格
は
大
人
３
５
０

０
円
欷
子
ど
も
１
８
０
０
円
盜

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
主
な
駅
の
み

ど
り
の
窓
口
欷
み
ど
り
の
券

売
機
欷
ま
た
は
主
な
旅
行
会

社
で
販
売
さ
れ
る
盜


